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国際協力活動の展開支援に関する当面の活動対象の予定国 

 
 
（１） インド 

 国土交通省のプロジェクト形成調査の一環として既に活動を開始。 

 今年２月には、インド都市開発省、バンガロール上下水道局と再生水利

用等に関するワークショップ等を開催。日本からは、国土交通省の他、

日本下水道事業団、（財）下水道新技術推進機構と下水道関連企業２社が

参加。 

 今後とも、本邦技術が効果的に活用されるプロジェクトの形成を目指し、

技術交流活動等を展開。 

 

（２） ベトナム 

 ホーチミン市の下水道の運営・管理に関する技術指導を目的とした長期

専門家を２００９年度から派遣。 

 長期専門家等を通じて、汚泥のリサイクル処理など、現地が抱える課題

を詳細に把握し、具体的な協力内容を検討。 

 

（３） サウジアラビア 

 サウジアラビアから再生水利用を中心とした日本との技術交流を継続し

たいとの要望（ＪＩＣＡの技術協力は２００８年度で終了）。 

 今後、現地の事業等の展開構想を踏まえ、具体的な協力内容を検討。 

 

 

（４） その他 

相手国の要請、課題等を踏まえ、適宜グループを編成し、調査活動等を

検討。 


